平成１７年度　２級建築士試験　学科試験問題

〔 建築計画 〕

【ＮＯ．１】

　日本建築史に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

　１　薬師寺東塔(奈良県)は、本瓦葺きの三重塔であり、各重に裳階が付いた建築物である。
　２　厳島神社社殿(広島県)は、檜皮葺きの殿堂を回廊で結び、海面に浮かんで見えるように配置し

　　　た建築物である。
　３　円覚寺舎利殿(神奈川県)は、部材が細く、屋根の反りが強い等の和様の特徴をもった建築物で

　　　ある。
　４　鹿苑寺金閣(京都府)は、方形造りの舎利殿で、最上階を禅宗様、二層以下を和様とした三層の

　　　建築物である。
　５　桂離宮(京都府)は、書院造りに茶室建築の特徴を取り入れた数寄屋造りの代表的な建築物で

　　　ある。
【ＮＯ．２】

　建築環境工学に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　日照率は、室内のある点の照度と、全天空照度との比率である。
　２　ヒートアイランドは、都市化が進行したことによって、都市部の気温がその周辺部の気温より

　　　も高くなる現象である。
　３　NC値は、室内騒音を評価する指標の一つである。
　４　生物化学的酸素要求量(BOD)は、水質汚濁を評価する指標の一つである。
　５　二酸化炭素濃度は、室内空気汚染を評価する指標の一つである。
【ＮＯ．３】

　室内空気に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　乾球温度を高くすると、飽和水蒸気圧は低くなる。
　２　乾球温度が同じであれば、相対湿度が高くなると、絶対湿度も高くなる。
　３　絶対湿度が同じであれば、空気を冷却すると、相対湿度は高くなる。
　４　絶対湿度が同じであれば、空気を加熱しても、その空気の露点温度は変化しない。
　５　アスマン通風乾湿計の乾球温度が同じ場合、乾球温度と湿球温度の差が小さいほど相対湿度は

　　　高い。
【ＮＯ．４】

　室内空気汚染及び換気に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

　１　人体を発生源とする空気汚染の原因の一つに、体臭がある。
　２　第三種換気法は、室内が正圧となるので、室内への汚染空気の流入を防ぐのに適している。
　３　汚染質が発生している室における必要換気量は、その室における汚染質の許容濃度と発生量

　　　及び外気の汚染質の濃度によって決まる。
　４　室における全般換気とは、室全体に対して換気を行い、その室における汚染質の濃度を薄める

　　　ことである。
　５　同一の室の換気において、排気口の位置を変えた場合、一般に、室内の汚染質の濃度分布は

　　　変化する。
【ＮＯ．５】

　イ～への条件により計算した窓のある外壁の熱損失の値として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、定常状態とする。
　　　条　件
　　　イ　外壁(窓を除く)の面積　　　：　30m2

　　　ロ　窓の面積　　　　　　　　　：　10m2

　　　ハ　屋内空気の温度　　　　　　：　20℃
　　　ニ　外気の温度　　　　　　　　：　0℃
　　　ホ　外壁(窓を除く)の熱貫流率　：　1.0W/(m2・K)

　　　へ　窓の熱貫流率　　　　　　　：　3.0W/(m2・K)

　１　　　200W

　２　　　800W

　３　　1,200W

　４　　1,600W

　５　　2,400W

【ＮＯ．６】

　断熱・結露防止に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　外壁の断熱性及び気密性を高めると、窓からの日射の影響による室温の上昇は大きくなる。
　２　鉄筋コンクリート造の建築物において、内断熱工法を用いると、構造体の蓄熱効果を活用し

　　　やすくなり、室温の変動を小さくすることができる。
　３　住宅の断熱性能を高くすると、冬期における室内の上下温度差が小さくなる。
　４　二重窓における外側窓の室内側の結露を防止するためには、外側サッシの気密性より内側

　　　サッシの気密性を高くするほうが効果的である。
　５　木造の建築物において、外壁の断熱層の室内側に防湿層を設け、その断熱層の屋外側に通気層

　　　を設けることは、冬期における外壁の内部結露の防止に有効である。
【ＮＯ．７】

　日射・採光に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　直達日射の中には、人の目には見えない赤外線が含まれる。
　２　フロート板ガラスにおける直達日射の透過率は、一般に、直達日射の入射角が0～30度の範囲

　　　では、ほとんど変化しない。
　３　大気透過率は、一般に、冬期より夏期のほうが大きい。
　４　窓の日射遮蔽係数は、その値が大きいほど日射の遮蔽効果が小さい。
　５　夏期における冷房負荷を減らすためには、東西面採光より南面採光のほうが効果的である。
【ＮＯ．８】

　音に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　気温が高くなると、空気中の音速は速くなる。
　２　室内の平均吸音率が同じ場合、室容積が大きくなると、一般に、残響時間は長くなる。
　３　板状材料と剛壁の間に空気層を設けた吸音構造は、一般に、低音域の吸音に効果がある。
　４　室内騒音の許容値は、住宅の書斎より音楽ホールのほうが小さい。
　５　すべての方向に音を均等に放射している点音源の場合、音の強さのレベルは、音源からの距離

　　　に反比例する。
【ＮＯ．９】

　色彩に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　純色は、ある色相の中で最も彩度の高い色である。
　２　補色の関係にある二つの色を混ぜると、有彩色になる。
　３　無彩色は、色の三属性のうち、明度だけを有する色である。
　４　明度は、光に対する反射率と関係がある。
　５　純色の彩度は、色相によって異なる。
【ＮＯ．１０】

　一戸建住宅の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　台所の近くに、勝手口、家事室を計画した。
　２　地階における居室に採光や通風を得るために、光庭を設け、その庭に面して開口部を設けた。
　３　床面積20m2の主寝室に付属する収納スペースの広さを、4m2とした。
　４　バルコニーと住宅内部の床との段差を、高齢者に配慮して、120mmの単純段差とした。
　５　玄関のぐらずらと玄関ポーチとの高低差を、車いすの使用に配慮して、30mmとした。
【ＮＯ．１１】

　集合住宅の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　スキップフロア型は、一般に、エレベーターから各住戸への動線が長くなる。
　２　片廊下型は、各住戸の採光等の均一化を図れるが、共用部分の通路側に居室を設けた場合、

　　　その居室のプライバシーを確保しにくい。
　３　メゾネット型は、一般に、フラット型に比べて、共用部分の通路の面積を少なくすることが

　　　できる。
　４　接地型におけるコモンアクセスは、居住者が共用庭を通って各住戸に入ることにより、居住者

　　　同士の交流を促しやすい。
　５　コーポラティブハウジングは、各居住者が独立した生活を確保しながら、厨房や食堂等を共用

　　　する方式であり、高齢者住宅にも適している。
【ＮＯ．１２】

　商業建築の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　物品販売店舗における売場内の通路幅については、一般に、客の流れを円滑にするために、

　　　客や店員が商品を扱う姿勢や動作の基本寸法を考慮する。
　２　喫茶店の厨房の床面積は、喫茶店全体の床面積の15～20%のものが多い。
　３　延べ面積に対する客室部分の床面積の合計の割合は、一般にビジネスホテルよりシティホテル

　　　のほうが大きい。
　４　百貨店の売場部分の床面積の合計(売場内通路を含む)は、延べ面積の50～60%のものが多い。
　５　劇場における客席の通路の有効幅については、客席のいすの肘木の幅を考慮する。

【ＮＯ．１３】

　図Ａ～Ｄに示す事務所ビルのコアプランと、それに対応する一般的な説明ア～エの組合せとして、最も適当なものは、次のうちどれか。
　　　ア　床面積が比較的小規模な低層・中層の場合に用いられる。
　　　イ　構造計画上望ましく、高層の場合に用いられる。
　　　ウ　耐震構造上有利ではないが、自由な事務室空間を確保しやすい。
　　　エ　二方向避難を確保しやすい。
　　　　Ａ　　Ｂ　　Ｃ　　Ｄ

　１　　ア　　イ　　エ　　ウ

　２　　イ　　ア　　エ　　ウ

　３　　イ　　ウ　　ア　　エ

　４　　ウ　　イ　　エ　　ア

　５　　エ　　イ　　ウ　　ア
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【ＮＯ．１４】

　美術館の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　展示室の床面積の合計は、延べ面積の30～50%のものが多い。
　２　展示室の展示壁面は、展示空間にフレキシビリティをもたせるために、可動式とすることが

　　　多い。
　３　絵画用の人工照明の光源は、一般に、自然光に近い白色光とするのが望ましい。
　４　展示ケースのガラスには、一般に、青みを除去した無色の高透過ガラスを使用するのが望ま

　　　しい。
　５　日本画を展示する壁面の照度は、一般に、500～750Lx程度とする。
【ＮＯ．１５】

　次の建築物と用語の組合せのうち、最も関係の少ないものはどれか。
　１　劇　場　…　ホワイエ

　２　学　校　…　メディアセンター

　３　ホテル　…　クリーンルーム

　４　図書館　…　レファレンスコーナー

　５　美術館　…　学芸員室

【ＮＯ．１６】

　次の各室の所要床面積のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　病院の患者4人収容の一般病室(内法寸法とする)　 …　 28m2
　２　保育所の定員30人の保育室　　　　　　　　　　　…　 36m2

　３　小学校の35人学級の普通教室　　　　　　　　　　…　 56m2

　４　一般的な事務所の12人が執務する事務室　　　　　…　120m2

　５　映画館の定員800人の客席　　　　　　　　　　　 …　560m2

【ＮＯ．１７】

　車いす使用者に配慮した公共建築物の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　便所のブースの出入口の有効幅を、90cmとした。
　２　廊下の有効幅を、車いす2台がすれ違うことを考慮して、200cmとした。
　３　小型自動車1台当たりの駐車スペースの幅を、乗降スペースを含めて、350cmとした。
　４　屋内傾斜路における踊場の踏幅を、150cmとした。
　５　カウンター式の記帳台の上端の高さを、床面から60cmとした。
【ＮＯ．１８】

　2,000～2,500戸程度の住宅地の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　住宅地の周囲を、幹線道路で区画した。
　２　小学校1校を、住宅地の中心付近に配置した。
　３　住宅地総面積の約10%を、公園や運動場等のレクリエーション用地とした。
　４　商店群やショッピングセンターを、住宅地の周辺部の交差点近くに配置した。
　５　住宅地内の街路は、歩行者と自動車の完全分離を図るために、ボンエルフの手法を取り入れた。
【ＮＯ．１９】

　建築設備に関する次の用語の組合せのうち、最も関係の少ないものはどれか。
　１　空調設備　　　…　クーリングタワー
　２　電気設備　　　…　アウトレットボックス
　３　衛生器具設備　…　バキュームブレーカー
　４　給水設備　　　…　フロアダクト
　５　給湯設備　　　…　ミキシングバルブ
【ＮＯ．２０】

　空気調和設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　ルームエアコンにおけるユニットの構成による種類には、一体形と分離形がある。
　２　住宅においてルームエアコンを使用する場合の電気方式には、一般に、単相3線式100V/200Vが

　　　用いられる。
　３　空気熱源ヒートポンプ方式のルームエアコンの暖房能力は、一般に、外気の温度が低くなる

　　　ほど低下する。
　４　定風量単一ダクト方式は、熱負荷特性の異なる室におけるそれぞれの負荷変動に対して、容易

　　　に対応することができる。
　５　ファンコイルユニット方式は、中央機械室から冷水又は温水を供給し、各室に設置したユニッ

　　　トによって冷暖房を行う。
【ＮＯ．２１】

　給水設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　一般的な事務所ビルにおける設計用給水量は、一般に、在勤者1人1日当たり60～1004程度で

　　　ある。
　２　浴室のシャワーの最低必要圧力は、一般に、70kPaである。
　３　水道直結方式においては、建築物内に揚水ポンプが必要である。
　４　上水道の給水栓からの飲料水には、所定の残留塩素を含まなければならない。
　５　クロスコネクションとは、飲料水の給水・給湯系統とその他の系統が、配管・装置により直接

　　　接続されることをいう。
【ＮＯ．２２】

　排水設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　雨水排水立て管は、通気立て管と兼用することができる。
　２　飲料用冷水器の排水は、一般排水系統の配管に間接排水とする。
　３　雨水排水管(雨水排水立て管を除く)を敷地内の汚水排水管に接続する場合には、トラップます

　　　を設ける。
　４　汚水や雑排水を貯留する排水槽の底部には吸込みピットを設け、その槽の底部はピットに向か

　　　って下がり勾配とする。
　５　通気管を設ける目的の一つとして、排水トラップの封水の保護がある。
【ＮＯ．２３】

　照明計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　光束法による全般照明の照度計算において、天井面や壁面等の光の反射率を考慮した。
　２　省エネルギーに配慮し、給湯室に人感センサーと連動させた照明器具を用いた。
　３　暖かみのある雰囲気を出すために、色温度の低い光源を用いた。
　４　陰影を強く出すために、間接照明を用いた。
　５　目の疲労を防ぐために、グレアを低減させ、視野内の輝度分布が、ある程度均一となるように

　　　配慮した。
【ＮＯ．２４】

　消火・警報設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　泡消火設備は、一般に、油火災に適している。
　２　不活性ガス消火設備は、電気火災には適さない。
　３　光電式スポット型煙感知器は、煙の濃度が一定値以上になった時に作動する。
　４　屋内消火栓設備は、火災時に手動操作により放水し、消火する設備である。
　５　屋内消火栓設備の非常電源には、非常電源専用受電設備、自家発電設備及び蓄電池設備の

　　　三種類がある。
【ＮＯ．２５】

　建築設備の省エネルギーに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　空気調和設備において、搬送動力を少なくするために、空調用冷水ポンプの台数制御による

　　　変水量方式を採用した。
　２　給湯設備において、太陽エネルギーにより水を加熱する集熱器を用いた。
　３　換気設備において、熱損失を少なくするために、全熱交換型換気扇を用いた。
　４　電気設備において、配電線路の電力損失を少なくするために、配電電圧をなるべく低くした。
　５　照明計画において、使用電力量を削減するために、自然採光と人工照明を併用した。
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